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研究成果の概要（和文）：申請者らがこれまでに開発・教材化した実践的指導プログラムである「授業で使える
形」をドリルゲームとして位置づけ、次のステップであるタスクゲームやメインゲームに繋げることによって、
柔道の戦術学習の提案を試みた。また、申請者らがこれまでに開発・教材化した実践的指導プログラムである
「授業で使える技のきっかけ」の有効性を、フォースプレートを用いた重心移動距離の計測により客観的に検証
した。

研究成果の概要（英文）：By positioning practical guidance programs developed by applicants so far as
 teaching materials, "kata that can be used in classes" as a drill game, and connecting it to the 
next step, task game or main game, I tried the suggestion. In addition, we verified the 
effectiveness of the practical guidance program developed by applicants so far as teaching 
materials, "the opportunity of techniques that can be used in lessons" objectively by measuring the 
moving distance of the center of gravity using a force plate.

研究分野： 総合領域
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

1）「安全で効果的な武道授業の実施」のため

の環境整備の必要性 

平成 24 年度より中学校体育において武道

必修が完全実施され、中学校において、すべ

ての生徒に履修させることとなる「武道」に

対しては、これまで以上に安全の確保に留意

すると共に、必要な条件整備に努めるなどの

整備が必須である。「武道」は、中学校で初

めて学習する内容であるため、小学校体育に

おける基礎の構築に課題を有し、安全で効果

的な武道の授業ができる環境（施設・用具）

を整備することが、特に中学校において急務

と考えられる。申請者らのこれまでの研究報

告からも、武道による傷害の発生要因の一つ

として、畳や土俵などの環境面や指導プログ

ラムなども影響していることが窺える。 

 

2）「安全で効果的な武道授業の実施」のた

めの指導プログラムグラム開発の必要性 

近年、中学校で運動する生徒としないしな

い生徒による体力・運動能力の二極化、また

女子の小学校、中学校の児童生徒にほとんど

運動をしない子供が増えていることなどが、

全国体力・運動能力、運動習慣等の調査結果

から指摘されている。このような現状の中で、

「安全で効果的な武道授業の実施」という目

的を達成するためには、施設・用具などのハ

ード面のみならず、指導プログラムなどのソ

フト面の充実も併せて考える必要がある。な

お、中学校の「武道」で取り扱う運動につい

ては、「柔道」、「剣道」、「相撲」の中から選

択して履修できることとしている。 

 

3）先行研究における成果と課題 

武道の指導場面における安全確保のため

のアイデアとして、これまでに申請者らは体

育館などの平板床に、簡易な作業により柔道

畳を堅固に維持固定できる簡易柔道畳設置

ユニット「トメ太郎」を開発し実用化した実

績を持つ。 

相撲の土俵マットに関するアイデアとし

て、これまでに山口は、7種類 16 枚のマット

を組み合わせ、マジックテープとずれ止め金

具で一体となるように、床の上に組み立てる

形式の「室内用置き敷き組立土俵」を考案し

ている。しかしながら、この手法では複数枚

のマットを組み合わせるため、短時間での設

置が困難であると共に、土俵マットが平面で

あるため、土俵際の攻防において、特に対戦

する両者が同体で倒れる際の安全配慮とい

う点が課題であった。 

申請者らがこれまでに開発し実用化した、 

「簡易安全土俵マット」（室内競技用組み立

て式土俵マット）：実用新案登録第 3167492

号では、土俵円の内部に対し、外側周辺を内

側の角面はテーパー構造（マットの幅が先細

りの形状）の面取りを施した 40 ㎝の高さの

あるソフトマットで囲むような形式とし、土

俵マット上に高低差をつけるように改良を

加えた。土俵面は、長方形の 2枚のマットを

中央ジョイント部分で繋げる形式とし、収納

の際には柔らかいために、たたみやすく大き

く場所を必要としない。高さのあるソフトマ

ットはマジックテープで所定の位置に固定

し、接合部分の色を同色にすることで設置し

やすくした。あわせて、土俵マット全体の構

造として中学生を対象とした「相撲」の授業

において、大きな力が加わっても壊れず、耐

久性に優れたものとした。[落下速度(V）＝

重力加速度（g）×落下時間(ｔ)] という物

理学的観点からも、同じ体格（身長・体重）

の生徒が土俵際で倒れることを想定すると、

平面のマットよりも高低差（高さ）のあるマ

ットの方が、より早く高さのあるソフトマッ

トに着地するため落下時間が短縮され、落下

速度が低下し体への衝撃も軽減される。この

ことによって、初心者や子供でも安全に「相

撲」の授業ができるものと考えられる。 

 
２．研究の目的 

本研究では、「安全で効果的な武道授業の



実施」のために必要な用具及び実践的指導プ

ログラムの開発・検証・教材化を目的とする。

申請者らがこれまでに開発し実用化した用

具である、場所を選ばずに短時間で的確に設

置でき、かつ土俵円の外側周辺を高さのある

ソフトマットで囲み、マット上に高低差をつ

けることで、初心者や子供でも安全に相撲の

授業ができる「簡易安全土俵マット」を基盤

技術として、その力学・運動学的な見地から

安全面に対する有効性の検証を行う。あわせ

て、申請者らがこれまでに開発し教材化した

指導プログラムである、中学校学習指導要領

に示されている基本的な投げ技を用いた「中

学校柔道授業の形」を基盤技術として、新た

な実践的指導プログラム「柔道授業で使える

技のきっかけ」の開発と教材化を目指す。「き

っかけ」とは、技をかける前の動作であり、

動きの中で基本となる投げ技を、無理なくか

けるために有効と考えられるものである。 

 
３．研究の方法 

1）実践的指導プログラムの検証 

申請者らがこれまでに開発し教材化した

実践的指導プログラムである、中学校学習指

導要領に示されている基本的な投げ技を用

いた「中学校柔道授業の形」を、大学生を対

象とした授業に導入し、蓄積したデータを分

析した。 

 

2）新たな実践的指導プログラムの開発 

新たな実践的指導プログラムとして「柔道

授業で使える技のきっかけ」の開発と教材化

を行った。 

 

3）新たな実戦的指導プログラムの有効性の

検証 

「きっかけ」による相手の重心動揺を捉え、

「きっかけ」による「崩し」の有効性を客観

的に検証するために、3 段階にスモールステ

ップ化した「きっかけ」の中で、最も初歩的

な動作の客観的な効果の検証を試みた。 

概要は「取」(初心者と熟練者7名ずつ)が、

新たに導入したフォースプレート上に立っ

た「受」(初心者と熟練者 1 名ずつ) に対し

て、釣り手を動かす「きっかけ」動作を行っ

た際の、「受」の重心移動距離の計測である。

なお、重心移動距離は、「取」の「きっかけ」

動作前・後の「受」の重心間距離の最長値と

した。 

 
４．研究成果 

1）実践的指導プログラムの検証 

過去 5 年間の大学生 91 名を対象とした柔

道授業において、「中学校柔道授業の形」を、

最終コマに「1の形」（①膝車、②支え釣り込

み足、③大腰）と「2の形」（①小内刈り、②

体落とし、③大外刈り）の演武を行い、技の

できばえを得点化し分析した。その結果、「1

の形」と「2 の形」の各々3 つの技の得点平

均値は、男子と女子の間、日本人と留学生の

間に有意差は無く、「1の形」と「2の形」の

6 つの技の得点平均値にも有意差は無かった。

したがって、「中学校柔道授業の形」は、性

別差、柔道授業体験の有無、これまでに修得

した体育カリキュラムの違いなどに影響さ

れず、かつどの技に取り組んでも、技能習得

の難易度に差が無いドリルゲーム教材とな

り得ることが示唆された。 

 

2）新たな実践的指導プログラムの開発 

生徒の技能レベルに応じた安全で効果的 

な柔道の授業を行うための一つの方法とし

て、教材として新たに有効かつ合理的な「技

をかけるきっかけ」の構築を試みた。ここで

用いたのは、中学校柔道授業で取り扱う 10

種類の基本となる投げ技の中から、授業にお

ける自由練習（乱取り）で頻繁にかけられる

とともに、「きっかけ」から繋げやすい 7 つ

の技とした。「きっかけ」とは、技をかける

前の動作であり、動きの中で基本となる投げ

技を無理なくかけるために有効と考えられ

るものである。 



3）新たな実戦的指導プログラムの有効性の

検証 

釣り手を動かす「きっかけ」動作を行った

際の、「受」の重心移動距離の計測の結果、

柔道授業において多く想定される初心者が

初心者に対しての場合は 3.01±1.11 ㎝、柔

道競技において想定される熟練者が熟練者

に対しての場合は 3.67±1.22 ㎝であった。

なお、両群間で重心移動距離の平均値に危険

率 5％未満とした有意差は認められなかった

点を踏まえ、以下の 2つの推察に至った。 

1 つ目は、「取」の釣り手（右手）を動かす

「きっかけ」動作による、「受」の 3.01～3.67

㎝の重心移動こそが、より投げ技をかけやす

い場面に「受」を導くための「取」の「動き

方」となり得ることである。2 つ目は、柔道

の熟練度を問わず、初心者同士でも熟練者同

士と変わらぬ重心移動の効果が示されたこ

とから、「取」が釣り手を動かす「きっかけ」

動作は、誰もが取り組みやすいことである。 

なお、申請者らがこれまでに開発した、「簡 

易安全土俵マット」の力学・運動学的な見地

からの安全面に対する有効性の検証につい

ては、継続中である。 
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